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これで 

こんげつ 

今月は 

あいて こく 

相手国の 
有している 
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ボール#は 
嫩り A ' l 衡に 
なつた 



今安 

ざいかい 

財界から 

きみ ばんめし 

君に晩飯の 

しようたい 

招待が 
きてるぞ 
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来月も 
勝ったら 

あいてこく 

相手国に 

じど、つしや 

自動車 

ゆし>»つ 

輸出を 

してもいいのだ 


今度 

勝てば 

いよいよ 

あいてこく 

相手国の 
无般ガス 
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ぶんどる 

ことが 

できる 
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はたらきは 
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たすけておる 
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実際 

ちかごろ 

近頃の 

ヤツちやんは 
ど* フカ 
してるよ 


俺達を 

於 it して 
いるよぅ な 
まるで 

とくむきかん 

特務機関の 
やからみたいに 
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なんだょ 
偉そぅに 
アツタマに 
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いいって I ノ 

ことよ / 

きよう 

今日は 
缴りの 
紀衡を 

せんぶ お 

全部墜として 


いいか 

わかもの 

若者 

ひたすら 

けんぜ人 

健全に 

配於に 

つくせよ 


へんに 
力しこく 
なつて 
繼のをを 
わずらわせん 
なよ 
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相手国にも 
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コダイの 
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いるのです 
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やっぱり 
この亂に 

ラま 

生れて 
よかったよ 
ヤツちやん 



敵国に 
ついて 
やたらに 
くわしいね 


一こんなこと 
みんな知つ 
るよ 

擊でね 
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てつていつい，ゆ C 

徹底追及する 
のだ 
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B いに 

じようやく 

条約など 
なんの勝利も 
もたらさん… 


敵愾心を 

あおつて 
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国民の 
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